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アクセント型の獲得と消失における

「意識型」と「実現型」
一一首都圏西部域若年層における外来語アクセント平板化現象から一一
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外来語アクセント平板化現象に関する首都圏西部域高校生220人のデータを， r実現

型J r意識型Jという観点から分析し た 。 リス卜読み上げ式調査によるデータを 「実現

型J， 音声アシケート式調査 (聞かせる調査 )によるデータを「意識型!として扱っ た 。

その結果， 勢力を広大しつつある 「新型J については， r意識型J の受容 が 「実現型」

に先行することが確認された 。 同時に， r新型J の 「意識型J受容の様相から， 従来の

研究において新しい言語変化を先導するとされている地域の高校生が， 外来語アクセ

ント平板化現象も先行していること が確認された 。 また，勢力を失いつつある「従来型J

についても， r意識型Jから消失するという過程をたどること が推測される結果となっ

た 。 この ことから， 首都圏西部域 のような 明瞭なアクセント型区別を持つ地域におり

る， 外来語アクセント平板化現象のような「流行語的」側面を持つ変化は， r意識型J

の受容 が 「実現型」に先行すること が分かつた 。

0 はじめに

注l
首都圏の外来語アクセントにおいて， 従来型の起伏型から新しい型として平仮型が有

力 な型となってきている ことは， 最上勝也 (1984)・篠原朋子 (1984)・レオナ/レド・リン

グィスト(1985)・井上史雄(1986)・最上勝也(1987)・石野博史 (1989)・坂梨隆三(1990)・

加治木美奈子(1998) など， 多くの指摘がある。 この「外来語アクセント平板化現象 (以

下， 平板化現象)Jの実態についての報告は， 首都圏に関するものだけでも， 井上史雄

(1992)・馬瀬良雄・安平美奈子 (1992)・田中ゆかり (1994)・秋永一枝編 (1998)・加藤大

鶴(1999) などがある。

外来語アクセントは原則として， 2 '  3拍語は頭高型・4拍語以上は最終拍から 3拍目

にアクセント核が付与され， 当該拍が特殊拍の場合 1拍前にアクセント核が移動したも
注2

のが基本アクセント型で， 1従来型Jとなる ( 秋永一枝 (1958))。

平板化現象は， マス・ メディアにおける扱いからも「意識されやすいJ事象といえる

( 加治木美奈子 (1998)) 。 注意を喚起する要因として， 平板化現象が「集団 語j的/1流行語」
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的要素を持つこと・ 意識的なアクセント型の置き換えに関わること， が考えられる。 そ

のような要因が働いていることについては， 秋永一枝( 1958)・最上勝也 (1984)・井上史

雄 (1986)・最上勝也 (1987)・ 井上史雄 (1992.02 a)・ 井上史雄 (1992.02 b)・加治木美奈

子(1998)などでも指摘されている。 そこから考えると， 平板化現象は， アクセント型の

獲得/消失に関する現象の中でも， とくに 「気づき」 の強い， í意識的な」 現象といえよ
注3
つ。

なお， 平板化現象の要因について先行研究では， 次のような指摘をしている。 4拍語名

調の多数型である平板型への類推に関わる ( 秋永一枝 (1958)・最上勝也(1987)・ 井上史雄

( 1992.02 a))，語の馴染みの高さと関わる( 秋永一枝(1958)・ 最上勝也(1987)・ 井上史雄(1992.

02 a)・ 窪薗晴夫(1999))， í省エネj発音に関わる ( 最上勝也(1987)・ 井上史雄 ( 1992.02 a)) 

などがある。 また， 語の音節構造・ 音環境を中心とした考察に秋永一枝(1965)・佐藤大
注4

和 ( 1989)・ 窪薗晴夫(1999) がある。

意識化されやすい場面において， 威光を持つ新しい言語事象の採用が先行する場合が

あることは， William Labov (1966)で示されている。 さらに， 新しい言語事象の受容に

際しては， 意識が先行している可能性を示唆するデータが， 稲垣滋子 (1984)・井上史雄

(1984)・馬瀬良雄・安平美奈子 (1992)・田中ゆかり (1993.05)・田中ゆかり (1994) に示

されている。 逆に， í古いJ言語事象についても， 意識が実態に先行して古い事象を「捨

てていくJことを示唆するデータとして， 湊吉正 (1963.06)・湊吉正 (1963.09)・最上勝

也・篠原朋子 (1984) がある。

これらから， ( 1)新しい言語事象が受容されていく過程として， まず意識レベルで受

容し( 1意識形jとして採用)， 次の段階として， 実際の発話レベlレで実現される( ，実現形J

として具現)， ( 2 ) í古いj言語事象が消失していく過程として， まず意識レベルで消失し

( 1意識形jとして消失)， 次の段階として， 実際の発話レベルで消失する( ，実現形J の 消失)

ーーという獲得・ 消失の過程が想定される。

本稿では， 上記( 1 )  ( 2 )の仮説について， 先行研究から平板化現象を進めていること

の明かな首都圏若年層を対象とした， 平板化現象に関する 「意識jと 「実態」 について

の 2 種類の調査データを基に， 1意識形Jと 「実現形」 の関係について検討していく。

l. í実現形」と「意識形J

l.1 r実現形J

アクセント調査の場合， rなぞなぞ式jによる「言わせる調査」か「リスト 読み上げ式J，
注5

場合によっては 「談話調査」 によって得られた被調査者のアクセント型を「実現型J と

して扱うことにする。 しかし， この場合， 1実現型」以外のアクセント型を被調査者が持

っている可能性は否定しにくい。 とくに， 当該地域・当該 コミュニティにおいて「ゆれ」

の観察される事象や， 被調査者の調査時における発音回数が少ないほど， í発音されなか
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った被調査者が持っている型」 が存在する可能性は高い。 この問題の解消方法として，

( 1 ) 被調査者の発音回数を増やす， ( 2 ) 被調査者を増やすーーという方法が考えられ，

本稿では， 後者を選択した。 流動的な現象については， 少数による実態よりも多人数に

よる実態について検討を加えるほうが有効ではないかと考えたためである。

l. 2 í意識形J

「意識形jについては.1話者が使用している/使用していないと意識している言語事象j

のことを指す。 アンケート式調査は， 一般に「意識調査」 であるという認識がなされて

いる。被調査者が「使用に関する判定を下した回答」を， í意識形jとして検討する。 本
法6

稿においては， アクセントを考察対象とするため， í音声アンケート式調査jにより音声

によって提示されたアクセント型に対し，被調査者が「使用に関する判定を下した回答」

弘「意識型」 とする。「意識型」には， 大雑把に「使用しているJという「使用意識J

と 「使用していなしリという 「不使用意識Jがあると考えられる。 その両者の聞は離散

的ではなく， í聞くが使わないjという意識が存在することなど連続的であることが推測

される。

アクセントに関する「音声アンケート式調査」 を用いた先行研究において設定された
注7

「意識J の提示の仕方は， 次の通りである。

( 1 ) 湊吉正(1963.06) : íおかしいx/自分と同じ0/どちらともいえない無印J

( 2 ) 湊吉正(1963.09) : ( 1)に同じ

( 3 ) 稲垣滋子(1984) : í自分の使う型OJ

( 4 ) 最上勝也・篠原朋子(1984) : íおかしい・ 不自然・ 抵抗があるxJ

( 5  ) 馬瀬良雄・安平美奈子(1992) : í聞くか/使うか」に対し， íはい0/いいえx/ど

ちらともいえないムJ

( 6) 井上史雄(1992) : í自分が使う0/使わないが自分の周辺で聞くムJ

( 7 ) 田中ゆかり(1994) : í自分と同じ0/自分はしないが聞くム/使わないし聞いた

こともないxJ

「自分と同じJ í使うかOJ í自分が使うJ は， í使用している」という「意識型J， í使う

かxJ í使わないし聞いたこともない」は「使用していないJという「意識型」といえる。

湊吉正(1963.06) ・湊吉正(1963.09) ・最上勝也・篠原朋子(1984) では， íおかしいJ を

「 抵抗感」と解釈しており， í使用していないJ í意識型jに準ずるものとして考えられる

だろう。
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1.3 先行研究における「実現型Jと「意識型Jの関係

アクセントについての 「実現型j と 「意識型J の関係についての検討に際しては， 同

じ被調査者に対して， あるいは同じ コミュニティに属する被調査者による「実現型j と

「意識型Jの 2 種類の調査が行われている必要がある。 この条件を満たしている先行研究
注8

は， 稲垣滋子(1984) ・ 井上史雄(1984) ・馬瀬良雄・安平美奈子(1992) ・ 田中ゆかり(1994)

で， いずれも， 1読み上げ式」 による 「実現型j 調査と， 1音声アンケート式調査Jによ

る「意識型J 調査の 2 種類を同じ被調査者に実施している。同じ被調査者ではないが，

別途異なる被調査者に対して行った 「実現型j と「音声アンケー卜式調査Jによる「意

識型Jについて検討しているものに， 湊吉正 (1963.06) ・湊吉正 (1963.09) ・最上勝也・

篠原朋子 (1984) がある。

1.3.1 先行研究における「実現型J と使用「意識型J の関係

稲垣滋子(1984) ・ 井上史雄 (1984) ・ 馬瀬良雄・安平美奈子 (1992) ・ 田中ゆかり (1994)

においては，1新しいアクセント型Jに対する使用「意識型jと「実現型jについてデー

タが示されている。「新しいアクセント型Jの指し示すものは， それぞれ「形容詞非共通

語アクセント型J(稲垣滋子(1984) ) ・12 ・ 3拍和語名調共通語アクセントJ (井上史雄

(1984) ) ・「外来語アクセント平板型J(馬瀬良雄・安平美奈子(1992) ・田中ゆかり(1994) ) 

と， 多様である。 しかし， いずれの新しいアクセント型についても， おおむね「意識型J

は「実現型jを上回っているというデータになっている。 このことから， 稲垣滋子(1984)

は「発音より意識の方が新しい。 これによって変化の方向を示していると恩われる。Jと

し， 田中ゆかり (1994) では， 1実際の発音より内省の方に平板型使用率が高い項目につ

いては今 後さらに平板型の勢力 が強くなることが予想できる。j と，1新しい型j におい
注9

ては， 1意識型jが「実現型」を先導しているという考えを示している。 一方， 井上史雄

(1984) においては， 生成と知覚の相関関係が必ずしもみられないことから「アクセント

の生成と知覚の共通語化は， ほぽ同時に， 同様に進行することが示されている。jという
注10

解釈をしている。

1.3.2 先行研究における「実現型J と不使用「意識型」

湊吉正 (1963.06) ・湊吉正 (1963.09) ・最上勝也・篠原朋子 (1984) は， いずれも同一被

調査者についての「実現型J について調査を行っていないが， アナウンサーにおけるア

クセント調査を基に， 型の優勢/劣勢・変化の方向を「 抵抗感j の比率と同時に提示して

いる。 首都圏在住の一般視聴者を対象としたデータにおいては， 全 体的に「 抵抗感j が

高い率で示される型は劣勢型で， アクセント辞書記載型か否かに関わっていなかった。

このことは， 規範性の有無に関わらず， 劣勢となった 「古い型j に対して「 抵抗感j は
注11

示されるということを意味している。
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2. 調査1一一首都圏西部媛若年層における外来語アクセントの「実現型J一一

2.1 調査概要

調査は. 1992年6月~同年 10月 に首都 闇西部域在住の高校生を対象に実施した。後述

する調査 2 とあわせて， の ぺ 464人の高校生のデータが得られたが， 調査 2 によ る「意

識 型」との関連を検討す るために， 以下の条件を満たす 220人のデータを分析に用いた。

条件は. ( 1) 調査 1・調査 2 ともに完全に参加していること . (2) 首都圏生育者であるこ

と. (3 ) 外来語関連項目に欠損値を持たないこと である。 首都圏生育者と限定した

のは， 井上史雄 ( 1984)においてアクセント体系の異なる被調査者を含む集団 では， 生成

と知覚の関連を観察する際， アクセント体系がより上 位の要因として働く可能性が否定
注12

できないことによる。欠損値を持たないことを条件としたのは， のちに「実現 型J r意識

型 j の各アクセント 型・被調査者のデータ内 におけ る個別の振る舞いを観察す るために，

数量化理論第3類を用いるためである。

データの学校別内訳は，表1 の通り。男 女の構成は，男子生徒 73人 (33.2%)・ 女子生

徒 147人 (66.8%)と， 女子生徒が多い。 首都圏内 生育者に限定した上 での首都圏内 での
注13

移動の有無についての内訳は， 学校所在地区市生育者 (外住歴無 ) 148人 (67.3%)・ 学校

所在都 県 内移動有 50人 (22.7%)・ 首都圏内移動有 22人 ( 10.0%) となった。

表1 調査い調査2被調査者学校別内訳(標本数220)

地点番号 学校 (所在地 ) 人数 (%)

5688.86 市立浦和高校 (埼玉県浦和市 ) 6 ( 2.7) 

5697.7l  明大中野八王子高校 (東京都八王子市 ) 10 ( 4.5) 

5698.45 都 立田柄高校 (東京都練馬区 ) 15 ( 6.8) 

5698.72 都 立武蔵野北高校 (東京都武蔵野市) 24 ( 10.9) 

6607.64 県 立相模原高校 (神奈川県相模原市) 1 7  ( 7.7) 

6608.31 県 立生田高校 (神奈川県川崎市) 44 ( 20.0) 

66 17.45 県 立海老名高校 (神奈川県海老名市 ) 45 ( 20.5) 

6628.29 県 立七里ガ浜高校 (神奈川県鎌倉市 ) 21 ( 9.5) 

6628.46 県 立横須賀高校 (神奈川県横須賀市 ) 38 ( 17.3) 

計 220 ( 100.0) 

アクセント調査は， 単語単独 ・ 短文形式による「リスト 読み上 げ式J によった。項目

は 「 バイク ・ドラマ・ ギター ・ デッキ (ビデオデッキ， 以下Vデッキ )・ デッキ (船のデッ

キ， 以下Sデッキ )・データ・ショップ・テレビ」 の 8 項目。項目の選定に際しては， 首都

圏大学生を対象とした外来語アクセント調査であ る井上 史雄 ( 1992.02 a)・ 井 上 史雄

( 1992.02 b) におけ る平板 型出現率を 目安として， 出現率の高いもの (Vデッキ)・中程度

のもの (ドラマ・ギター・バイク)・ 少ないもの (ショップ )・ほとんど出現しないもの(テ
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レピ)を選定した。Sデッキは， Vデッキと意味的な対立を持つぺアとして加えた。坂梨

隆三 ( 1990) では， sデッキは平板 型出現率が低いとされていた。 単語単独 ・ 短文形式に

よる平板 型出現率に統計的な有意差が見られなかったため， 以下の分析では， 短文形式

のデータを用いる。

2.2 外来語アクセン卜の「実現型J

首都圏西部域高校生調査 l の結果は， 表2 の通り。 テレビは全員が① 型 ( 数 字はアクセ

ント核の位置。以下同じ) で， 平板化現象に関わらない項目であることがうかがえる。項

目選定の際に参考とした井上史雄 ( 1992.02 a) ・ 井上 史雄 ( 1992.02 b) の結果とほぽ同 レ

ベルの平板化現象が確認された。ただし， 坂梨隆三 ( 1990) では， sデッキの平板 型出現

率は低いとされていたが， 6 l.4 %が平板 型で実現しており， Vデッキについで平板化し

ていた。Vデッキ ・Sデッキは， 平板 型が従来 型 の起伏型と意味的な弁別性をもって進行

するという考えを検証するために加えたものだが， 馬瀬良雄 ・ 安平美奈子 ( 1992) ・ 安平

美奈子 ( 1998) ・ 井上 史雄 ( 1998) ・ 加藤大 鶴 ( 1999) でも指摘の通り， ぺアの一方のみの

平板化推進につねに有効なのではないことが推測される。 つまり， 何らかの有標性を持

つぺアの一方が， その有標性を保っている期間において平板 型 アクセントが意味的弁別

を担っている， ということである。Vデッキ・Sデッキに関しては， 平板化現象の初期に

おいては， r新規 Jという有標性を持つ Vデッキが平板 型によって， sデッキから弁別さ

れていたが， Vデッキの平板化率が高まるに従い， sデッキにおりる起伏型 も井上 史雄

(1998) でいうように「全 体として変化がある方向に向かっている場合は， いずれ古い方

は捨て去られてしまj いつつあることの反映として， ペアにおいてともに平板化が進ん

だといえる。ただし， 調査 l ・ 調査 2 ( 本稿3 . 参照) ともに， Vデッキ ・ Sデッキという

配列 でリスト/刺激音声を提示したため， 両者 をアクセントで弁別する意識がうかがえ

た。しかし， この弁別意識もすでにコミュニティとしての弁別ルールという段階ではな

表2 首都圏西部域高校生における外来語アクセン卜型:

平板型出現率降順 ( 標本数220)

項目 平板 型 :人数 (%) ① 型: 人数 (%)

Vデッキを 194 (88.2) 26 ( 11.8) 

Sデッキに 135 (61ι) 85 ( 38.6) 

ドラマの 104 (47.3) 116 ( 52.7) 

ノfイクに 83 (37.7) 137 ( 62.3) 

ギターを 60 (27.3) 160 ( 72.7) 

データを 42 ( 19.1) 178 ( 80.9) 

ショップに 18 ( 8.2) 202 ( 9 1.8) 

テレビを o ( 0 .0) 220 ( 100.0) 
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く， 個人内 の弁別ルールであることもうかがえる。 この点については， 後述する。

2.3 平板型の出現に話者の属性による差が見られる項目

外来語アクセントの 「実現型j 出現頻度について， 性差・ 学校差・ 首都圏内 の移動の

有無という観点から， カイ二乗検定を行った結果， 移動の有無 による差は見られなかっ

た。 カイ二乗検定の結果， 有意確率 0.05未満のものについて差があるとした (小数点第

4位以下切捨)。 平板型出現頻度において， 性差の見られたものは， ギター(M>F有意確率

0.022)!Vデッキ (F>M有意確率0.004) であった。 学校差の認められたものは， ドラマ

(有意確率0.009)/ギター (有意確率0.029)/Sデッキ (有意確率0.043)/ ショップ (有意確率

0.000) の 4 項目。

アクセント型の出現率に差異が想定される 7 項目のうち，4 項目に学校差が認めらた。

その 4 項目は平板化率中位から下位の項目であることから， 平板化現象の進行について

は首都圏内 においても，地域差が存在することを示している。 4 項目において平板化率が

全体の平板化率を複数回超えている高校は， 七里ガ浜高校・ 田柄高校・武蔵野北高校・

生田高校・相模原高校で， 所在地は神奈川県鎌倉市・東京都練馬区・東京都武蔵野市・

神奈川県川崎市・ 神奈川県相模原市である。

大橋勝男(1992)で， 関東地方域において， 言語変化が早い段階で進行する地域として

いる京浜地域とほぼ重なる。 4 項目すべて全体の平板化率を超えた七里ガ浜高校につい

ては， 湘南地域という地域性が関与している可能性が考えられる。

3 調査2一一首都圏西部域高校生における外来語アクセントの「意織型トー

3.1 調査概要

調査対象は， 調査 1 に同じ。 分析対象者の条件も 同様で， 内訳も表lに示した通り。

調査方法は， 首都圏生育の 女子高校生による起伏型と平板型を刺激音声として テープ

で流し， r自分と同じ0/自分はしないが聞くム/聞いたことも ないxJを， 被調査者自身

が付す方式をとった。 外来語に関する項目は， 調査 1 で「実現型j 調査を別途行ったも

のと同じ 8 項目。 選定の理由については調査 1 に同じ。 刺激音声に対する反応が，当該

アクセント型に対する被調査者の 「意識J・「意識型Jと考える。

3.2 外来語アクセントに対する反応一一「実現型」との対応一一

調査 2 の各刺激音声に対する反応について表3 に示す。

平板型刺激音声にOを付している比率と， r実現型j平板型出現率との聞に ギャップが

見られる(表3上段)。 そのギャップについては， Vデッキ・Sデッキを除く 6 項目で， 平

板型刺激音声Oの比率が 「実現型J の平板型出現率を上回っている。

①型についての結果 (表3下段) からも， テレビ・ドラマ以外において， ①型刺激音声
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にOを付している比率と，r実現型j平板型出現率の聞にギャップが観察される。 バイク・

ギター・データ・ ショップにおいては， ①型刺激音声Oの比率が， r実現型J①型出現率

を下回っている。

各刺激音声に対するO反応出現率の多さは， 刺激音声で提示されたアクセント型を意

識レベルで受容していること， つまり「意識型jとして持っていることを示し，X反応出

現率の多さは， 提示されたアクセント型を 「意識型J として持っていないことを示すと

考えると， r実現型Jと「意識型」の関係について， つぎのような解釈ができる。 ( 1 ) 平

板型に関して， r実現型」よりも「意識型Jとして平板型を受容している項目は， 平板型

を指向する項目で， ( 2 ) ①型に関して， r実現型Jよりも「意識型Jとして①型を持つ比

率の低い項目に関しては， より「実現型」としての①型を捨て， 平板型を指向する， (3 ) 

( 1 ) ( 2 ) ともに その傾向をもっ項目である バイク ・ ギター ・ データ・ ショップは， 平板

化指向の強い項目である といえる。

表3 首都圏西部域高校生外来語アクセント刺激音声に対する反応 ( 標本数220)
高刺激音声に対するO反応:0降順(刺激音声の数字はアクセント核の位置を表す)

刺激音声 0人数 (%) ム人数 (%) ×人数 (%) 実現型:人数(%)

ショップO 183 (83.2) 27 (12.3) 10 ( 4.5) 18 ( 8.2) 
データO 175 (79.5) 39 (17.7) 6 ( 2.7) 42 ( 19.1) 
ドラマO 171 (77.7) 44 (20.0) 5 ( 2.3) 104 ( 47.3) 
ギターO 171 (77.7) 45 (20.5) 4 ( 1.8) 60 ( 27.3) 
ノてイク O 170 (77.3) 44 (20.0) 6 ( 2.7) 83 ( 37.7) 
SデッキO 112 (50.9) 50 (22.7) 58 (26.4) 135 ( 61.4) 
VデッキO 66 (30.0) 85 (38.6) 69 (31.4) 194 ( 88.1) 
テレビO 4 ( 1.8) 47 (21.4) 169 (76.8) o ( 0.0) 

テレビ① 218 (99.1) 2 ( 0.9) o ( 0.0) 220 ( 100.0) 
Vデッキ① 179 (81. 4) 31 (14.1) 10 ( 4.5) 26 ( 11.8) 
ドラマ① 127 (57.7) 80 (36.4) 13 ( 5.9) 1 16 ( 52.7) 
ギター① 114 (51.8) 74 (33.6) 32 (14.5) 160 ( 72.2) 
バイク① 113 (51.4) 94 (42.7) 13 ( 5.9) 137 ( 62.3) 
Sデッキ① 96 (43.6) 75 (34.1) 49 (22.3) 85 ( 38.6) 
データ① 86 (39.1) 83 (37.7) 51 (23.2) 178 ( 84.4) 
ショップ① 24 (10.9) 48 (21.8) 148 (67.3) 202 ( 91. 8) 

回答ノTターン全体における， 平板型・ ①型双方の刺激音声にOという回答パターンの

出現率は， 降順にドラマ (37.7%)・バイク (34.5%)・ギター (32.3%)・データ (24.5%)・

Vデッキ (13.2%)・Sデッキ (7.3%)・ ショップ (4.1%)・テレビ (1.4%) となった。 双

方の刺激音声に対して， 0という回答パターンは， 被調査者自身に両型使用意識がある

ことを意味し， 出現率が高いほど「両型意識」が高く， 出現率が低いほど平板型/①型い
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ずれの型に対する 「専用意識j が高いことを示すと考えられる。 このことは， いずれの

音声刺激に対しでも×という回答パターンは， ほとんど出現しないことからも支持され
注14

ょう。

「専用意識」 の高い Sデッキ・ Vデッキ・ショップ・ テレビについて， 各刺激音声に対

するO/x反応を表3 のデータを基に比較すると以下の通り。

Sデッキ Vデッキ ショップ テ レビ

平板型刺激音声O反応出現率(降順順位) 50.9(6) 30.0(7) 83.2(1) 1.8(8) 

平板型刺激音声×反応出現率(降順順位) 26.4(3) 31. 4 (2) 4.5(4) 76.8(1) 

①型刺激音声O反応出現率(降順順位) 43.6(6) 81. 4 (2) 10.9(8) 99.1 (1) 

①型刺激音声×反応出現率(降順順位) 22.3(3) 4.5(7) 6 7.3(1) 0.0(8) 

ここにおいても， テレビは， ①型/平板型という「ゆれ」を持つ他の項目とは異質で， ①

型で意識の上 でも安定しており， 平板化現象に関わらないことが分かる。 また， ショッ

プは意識上では平板型を「専用型」とする傾向が観察される。 それに対し， sデッキ・V

デッキは「専用意識」 が高いにも関わらず， どちらの型に対して「専用意識J を持つの

かはっきりしない。 このことは， sデッキ・Vデッキだけが意味的な対立を持つぺアとな

っており， 意味による弁別を被調査者に意識させる調査項目であったために， 一方で平

板型とした被調査者が他方では①型， というような意識的なアクセント型の「振り分けj

が行われたためと解釈できる。しかし， 先行研究から推測されるような， Sデッキ①型・

Vデッキ平板型というような， コミュニティ全 体の 「振り分け」規則が働いたものでは

なく， 個人個人の「振り分けJ規則によるものであったために， いずれか一方の型に対

する「専用意識J， つまり 「振り分けJ が明確でない， という結果となったと考える。

そこで， 従来の起伏型で安定しており， 平板化現象とは関連しないと考えられるテレ

ビをはずした 7 種類の外来語アクセント項目について， r 実現型J出現率と刺激音声への

反応率についての相聞を見た(ケンドールの順位相関係数)。 統計的に有意なものについて

検討する (有意確率0.05 以下) 。 平板型「実現型J出現率は， 平板型O反応とは強い負の

相関 (r=-0.878 有意確率0.005) ・ 平板型ム反応と強い正の相関(r=0.780 有意確率0

0 13) が認められる。 ①型「実現型J出現率は， ①型O反応と中程度の負の相関(r=-0.6 19 

有意確率0.050)・①型×反応と中程度の正の相関(r=0.683 有意確率0.03 1) が認められる。

平板型「実現型j出現率と正の相聞を示す平板型ム反応は， r実現型」と「意識型jが

平行的な関係にあることを示すもので， 表面的な矛盾はない。 しかし， 平板型O反応、.

①型O反応・①型×反応、は， r実現型J と「意識型J に， 表面的な矛盾が生じていること

を示している。 つまり， 平板型に関しては， r実現型jとして平板型出現率が低いものほ

ど， r意識型」としての平板型受容率が高いことを示しており， ①型に関しては， r実現

型」として①型出現率が高いものほど， r意識型Jとしての①型を持っていないというこ
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とを示していることになる。 これは， í実現型」と「意識型jのギャップとして観察した

ζとと重なる結果で， 平板型出現率の中位から低位にある項目についても平板型が指向

されていることを意味すると解釈できる。 よって， テレビのような従来型で安定してい

る語を除くと， 調査時点の首都圏高校生においては， 平板化現象はさらに指向される現
注目

象といえる。

ここで積み残した問題として， 刺激音声に対する反応によって 「実現型j との関連に

違いが見られる，ということがある。 ム反応は「実現型」と平行的な関係にあるが，O/X

反応は， 平行的な関係とは限らない， ということである。 O/Xについては「自分」につ

いての反応であるために， r指向」が反映されやすく， ム反応は「周囲j についての反応

であるために「現状認識」的側面が強く， r現状jに平行的である， という可能性もある

と考えられ ょうか。

4. 全体のパターンとしての観察一一数量但鵠第3類による分析ー

4.1 分析データ

3.までは， í実現型jと「意識型」について， 属性ごとにまとめた形で集計したデータ

を基に分析を行ってきた。 その中で， 意味的なぺアである Sデッキ・ Vデッキには， コ

ミュニティとしてのアクセント振り分け規則ではなし被調査者個人としてのアクセン

ト振り分け規則によっていることなどもうかがわれた。 そのため， 4.では， 項目・ 被調

査者が， それぞれデータ全 体の中で， どのような位置付けであるかを観察するために，

同じ データを用いて， 質的なデータの全体的パターンについて解析する手法である数量

化理論第3類 (以下， 3類) による分析を行う。

データは，被謂査者*項目のアイテム ・ カテゴリデータで， 項目データは次の通りに

数値を与えた。

「実現型j 平板型 : 1/①型: 2 

「意識型J 0 :  1/ム : 2/x : 3 

平板化現象についての「実現型J r意識型jについての検討であるため， ①型で安定して

いるテレビを除いた外来語 7 語についての項目を用いた。 そのため， 分析に用いた項目

数は， r実現型jが 14( 7 語* 2アクセント型) 項目， í意識型」 が 42 (7 語* 2刺激 音声*

3反応) 項目で，被調査者は 220人。

4.2 í実現型」と「意識型」一一項目の観点から一一

「実現型J と「意識型」の分布ノfターンから， 両者の関係性について検討する。 3類の
注16

結果を成分 1 について降順に示したものが図 1 0 r実現型」については， 成分 1 のマイナ

ス方向に平板型・ プラス方向に①型に分かれている。「実現型J の出現率を参照すると，

おおむね マイナス方向に絶対値が大きいほど平板型が少なく， 絶対値が小さいほど平板
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図1. 外来語アクセント「意識型項目(項目OIL"./Xl J r実現型(・項目1 J 
数量化3類分析結果成分1 (降順)
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型が多く出現していることが分かる。 そこから， マイナス方向に絶対値が大きくなるほ

ど， 平板化現象が進行している場合であるという解釈ができる。逆に， プラス方向に大

きな絶対値をとる項目は， 平板化現象から遠い項目であることと解釈できる。つまり，

ギター ・ショップ ・ データについて平板型を「実現型」 として持つ被調査者は， 平板化

現象がもっとも進行した段階にあり， Vデッキ①型を「実現型Jとして持つ被調査者は，

平板化現象をもっとも受容していない段階にあることを意味していると考える。ショッ

プ平板型×項目が， マイナス方向にもっとも大きな絶対値をとることについては， ショ

ップにおける平板型「実現型」 出現率の低さ (8.2%) から， 平板化現象をかなりの程度

受容しているレベルにおいても平板型を 「意識型Jとして受容していないケースがある

ことを示していると解釈できる。

刺激音声に対する反応項目から， r意識型JO反応について検討する。全 体的には， r実

現型J 平板型の位置するマイナス方向に「意識型J①型O反応が， r実現型」 ①型の位置

するプラス方向に「意識型j 平板型O反応が位置し， 平板化現象が， 両型を持つという

「ゆれ」 意識の中で進行していることが分かる。ただし， sデッキ「意識型J①型O反応

のみ， r実現型j①型サイドのプラス方向に位置している。これは， 他の語に比べ Sデッ

キを「意識型」として①型に振り分けようとした結果と解釈できる。 そうすると， 3.2 で

行った属性によってまとめたデータの解釈においては， 意味的なぺアをアクセントによ

って弁別するコミュニティとしての規則が確認できなかったが， 3類の結果からは Sデ
注17

ツキ①型/vデッキ平板型というコミュニティ規則が存在していることが推測できる。

平板型に対するO反応は， r意識型」として平板型を持つことを意味すると解釈してき

た。各藷について「実現型j との関係を観察すると， すべての項目において， プラス方

向に位置している。これは， r意識型」 としての平板型O反応は， r実現型Jにおいて平

板化現象が進行するよりも早い段階で受容されていることを示すと解釈できる。3類の

結果からも， 首都圏西部域高校生にとって外来語平板型現象は， 平板型が「意識型」 に

おいて獲得が先行する現象であることが， 支持された。

一方， ①型×反応と① 型 「実現型Jの項目についての位置関係は， ギターを除く全て

の項目において， ①型 「実現型j よりもマイナス方向に①型×反応が位置している。こ

のことは， r意識」 の上での①型消失が「実現型」に比べ， 平板化現象受容の方向に位置

しているということを示している。このことから， 従来型である①型については， r意識

型J は， r実現型」 よりも早い段階で失われているという解釈ができる。

4.3 被調査者について一一平板化現象の受容レベルの属性による違い一一

被調査者についての 3類の結果を検討する。個人全体を布置すると煩雑になるため，

性・移動歴・ 学校の属性ごとに算出した平均値を成分 1 降JI民に示したものが図2。
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図2. 属性ごとの数量化3類成分1平均値(降順)

分散分析の結果， 統計的に有意な差(有意確率0.05 以下) が認められたのは， 学校差の

うちのマイナス方向にもっとも絶対値の大きな七里ガ浜高校(神奈川県鎌倉市) とプラス

方向にもっとも大きな値をとる横須賀高校 (神奈川県横須賀高校) であった。

有意な差は認められなかったが， 学校についてみると， 平板化現象をより受容してい

ると解釈できるマイナス方向には， 絶対値の大きな順に七里ガ浜高校 ・ 田柄高校 ・ 生田

高校 ・ 武蔵野北高校 ・ 市立浦和高校が位置しており， 市立浦和高校以外は， 神奈川県湘

南地域 ・ 東京都 23区内 ・ 神奈川県川崎市 ・ 東京都三多摩地区の高校である。 これも. 2. 

3の結果とおおむね等しく，首都圏西部における平板化現象の受容についても，他の新し

い変化の先導地域に重なることが確認された。 平板化現象が湘南地方において先行する

という結果も 2.3と重なる。 先行研究において湘南地域が変化を先導するという指摘は

見られないが，ある種 の新しい変化を先導している可能性を指摘できる。横須賀高校が，

七里ガ浜高校と地理的に近いながらも， 外来語平板化現象の遅れが観察されるのは， 三

浦半島という地理的な要因が考えられる。 語業の調査を中心としたものであるが， 日野

資純 (1964) によれば， 三浦半島は. r相模川東部方言J の下位区分「三浦半島方言」と

して， 湘南地域の「相模湾沿岸方言」 や， 横浜 ・ 川崎地域「相模川東部方言 ・ 高座=戸

塚方言」とは， 異なる方言区画に属している。 また， 田中ゆかり (1993. 12) において，

三浦半島の被調査者は， 隣接する湘南地域や横浜 ・ 川崎地域とは異なり， 金田一春彦

(1942) において東京アクセントの一世代前の姿を示すとされる「関東方言アクセントJ

をより多く示すことなどが分かつている。
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5. おわりに

首都圏西部域高校生を対象とした外来語平板化現象に関するデータを， r実現型J r意

識型」という観点から分析してきた。新しい型については， r意識型Jの受容が「実現型J

に先行することが確認され， r意識型J受容についても， 新しい言語変化を先行するとさ

れている地域の高校生において主に先行していることが確認された。また， 従来型につ

いても 「意識型J から消失するという過程をたどることが推測される結果となった。

しかし， 外来語平板化現象は， o.などで述べたように 「流行語的」側面を強く持つも

ので， r意識型」 が「実現型j に先行するという変化過程が， r流行語的」側面を持たな

い傾向にある新しい変化についても当てはまるかどうかは， 今回のデータからは分から

ない。しかし， ( 1)湊吉正 ( 1963) ・最 上 勝也・篠原朋子 ( 1984) のデータにおいて， 特別

にアクセント型聞き取りの訓練をうけていないタイプの被調査者が， 多様な項目におい

て少数派となったアクセント型に対して「おかしい」 という感覚を持っていることや，

( 2  )稲垣滋子 ( 1984) では， 形容調の新しいアクセント型の採用に関しても意識が先行し

ていることかがうかがえること， ( 3 )佐藤栄作 ( 1997) において非常に微妙な音謂であっ

ても「自分と同じ」であるかどうかの判断はなされていること などを考えると， r流

行語的j側面の強い「意識化されやすいJ 言語変化だけに 「意識j 先行が確認されるわ

けではなさそうである。この点について，調査/分析手法についての検討も含め，今 後の

課題としたい。

注1 首都圏は，東京 通勤閣を 首都圏として考え，東京 50キロ圏とする。首都圏 外においても外

来語平板化現象 が生 じていることは馬瀬良雄・安平美奈子(1992)・井上史雄 (1998) などで

示されているが，他の地域的要因など が考えられるため，本稿では，京 浜アクセント地域(金

田一春彦 (1942)) である首都圏における外来語平板化現象に限定して考える。

注 2 窪薗靖夫(1999)では， 同様の現象について， í語末から 3番目のモーラを含む音 節にアク

セント核を付与する j と， 当該拍が特殊拍の場合をより 簡潔な規則として示している。

注 3 馬瀬良雄・安平美奈子 (1992)・田中ゆかり (1994) において， 外来語平板型アクセントに

対して， 共通して高校生が「都会J í若者Jというイメージを持っていることも「意識Jされ

ていることをうか がわせる。

注 4 秋永一枝 (196 5)・佐藤大和(1989)では最終拍が広母音の場合 が， 窪薗晴夫 (1999)では

語末 が軽音 節で終わる 4 モーラ語に平板型 が出現しやすい， としている 。

注 5 アクセント型に関しては， í�形jではなく， í実現/意識型」とí�型Jで表現することと

する。

注 6 í音声アンケート式調査j の概観については， 田中ゆかり (1998) で触れている。

注 7 アクセントに関する音声アンケート式調査を用いたものに， 井上史雄 (1984)もあるが，

「共通語 jかどうかという判定で，被調査者自身のアクセント型かどうか尋ねたものではない

ので， 示さなかった 。
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注 8 ただし， 稲垣滋子( 1984)では， 調査者自身 が特定のアクセント型を調査時に発 音する方

法による調査である。 全く同じテープを「聞かせる調査」を行なった他の調査とはその点に

おいて異なる。

注 9 馬瀬良雄・ 安平美奈子 (1992 ) では， I実現型J I意識型J の関係についてとくに言及して

いない。しかし， 本文中に表?として提示されたデータから， 平板型出現率 90 %以下の語に

ついては「意識型」 の方 が多く出現していること が分かる。

注10 この場合， アクセント体系の異なる 3つのコミュニティを同時に分析したために， 相関 が

かならずしもみられなかったのではないか， とも考えられる。

注11 最上勝也 ・篠原朋子( 1984)では， アナウンサーを対象に同様の「 音声アンケート式調査J

を実施しているが， 一般視聴者とは全く奥なる結果を示している。劣勢であっても， アクセ

ント辞典に掲載されている型に対しては， I抵抗感jを示さず， 優勢であってもアクセント辞

典に掲載されていない型には「抵抗感j を示している。

注12 実際には， 首都圏生 育者と 首都圏外の生 育歴を持つ被調査者の聞には， 外来語アクセント

型の出現に関しては， 統計的に有意な差はほとんど見られなかった。これは， 外来語のアク

セント， とくに平板化現象に関しては， 1流行語的J I意識的j側面の強い事象であるためと

考える。

注13 1年以上の外住歴をもって移動歴ありとした。

注14 双方の刺激 音声ともに×という回答パターンの全回答パターンにおける出現率はつぎの

通り(降順)， sデッキ( 3.2 %)・ショップ( 2.3%)・ データ(1.4%)・ドラマ( 0.5%)。 ノf

イク・ギター ・Vデッキは 0 %。 テ レビは①型×反応自体 が 0 %。

注目 テレビ が①型で安定している理由は， 今回のデータからは分からない。ラジオ・ ケーキな

ども①型で安定しており， その理由として「①型優勢時に定着した語実」・「有標性の ある同

音異義語を持たない語裳jにおいては， ①型で安定的という考えもある。 しかし， ピアノの

ようにどちらの条件にも当てはまる語黛においても， 共通語・ 首都圏アクセントでは平板化

がほぼ完了しているケースもある。

注16 3類の分析には， 成分 1 のみを用いた。成分lは， 寄与率 が 9.7 47と高くない が， 成分 4

まで， 各成分ごとにクロスして検討を行なった結果， 成分 1 のみによる解釈と大きな差異の

ないものとなった。このことから， 本稿では， 成分1までの提示とした。なお， 3類の適用・

分析・ 解釈に際して， 駒淳勉( 1 982)・林知己夫 (1993)・柳井晴夫 ( 1994)・ 高木広( 1 994)・

駒浮勉 ・橋口捷二 ・ 石崎龍二( 1999)・村上隆 ・柳井晴夫 ( 1999) を参照した。

注17 平板型×反応の配置からは， Vデッキ平板型を×とする反応 が一般的な反応ではないと

いう解釈 ができ， sデッキ①型/vデッキ平板型 が意識的なアクセント型振り分けとしては，

多数派であること がうか がえる。
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